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冬休み中に職員会議を行い，後期学校評価結果をもとに今年度の教育活動について反省し，次年度の教育活動
の重点や改善点などについて検討しました。
教師による自己評価結果（全４５項目）をＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ４段階評定結果の内訳は次の通り。

Ａ評定 Ｂ評定 Ｃ評定 Ｄ評定

H26 前期 ６項目 １５項目 ２３項目 １項目
H26 後期 １８項目 １０項目 １７項目 ０項目

Ａ評定が増え，Ｃ評定が減少したことから，学校改善に関して一定の成果が見られたと判断することができま

す。また，通常よりＢ評定が非常に少ないことは，本校の学校評価結果の特徴と言えます。

前期評価結果と比べ，評定の変化を見ると，

◎評定が上がった １７項目 ○評定変わらず ２６項目 △評定が下がった ２項目

となりました。しかし，決して満足のいく結果とは言えません。評定変わらずの２６項目のうち，Ｃ評定のまま
という項目が１５項目もあるからです。
これらのことを踏まえた上で，次年度に向けた改善点をまとめましたので，ご覧ください。

学校評価結果の推移から，２年間の学校経営の総括をするために，同じ項目で評価活動を行って参りました。
評価者全員「○」は５０ポイントとしたり，平均７０ポイント以下を「Ｃ」評定と判定したりするなど，通常よ
りかなり厳しい評価方法を貫いてきたこともありますが，何よりも反省すべき点は，２年間，ずっとＣ評定のま
まの項目がいくつもあったことです。Ｃ評定のままだった項目は，
■学校経営････他校種間連携，保護者・地域との交流，特別委員会の組織

■各部業務････作品・図書・情報視聴覚，道徳教育など

改善のための取組は行ってきたものの，残念ながら充分な成果を上げることができませんでした。これらは，
どれも学校教育における喫緊の課題であり，待ったなしの改善が求められている内容でもあります。
次年度は学校の重点課題として，教職員の総意のもと，使命感をもって全力で改善に取り組むよう努力して参

ります。



○児童アンケートではほぼ80～90ポイントの高い達成度で推移しており，児童の自己肯定感は高いと判断されます。
教師の評価も平均80ポイント前後ですが，40～100ポイントと項目により大きな差が見られるのが特徴です。

○児童と教師の評価結果の差が大きい項目がいくつかあります。教師が求める姿と児童の意識の差であると判断し
ました。このことを改善するためには，教師が求める姿をしっかり伝え（指導し） 児童一人一人の様子を細か
く観察し，よさや成長ぶりを認め励ましていくことで，差を縮めることができるよう努力して参ります。

○家庭学習に関する項目は児童アンケート・保護者アンケートともに最も評価が低い内容です。このことを重く受
け止め，次年度は学校と家庭との連携を一層深め，「自ら進んで学ぶ子」の育成をめざしていきたいと思います
ので，ご理解・ご協力のほど，よろしくお願いいたします。


